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３月末に咲き始めた桜も、満開の時期は過ぎてしまいましたが、 

新入生の入学を待ち望んでいたように、最後の桜吹雪を舞わせてくれ 

ています。そんな春の佳き日に、磐田市立南部中学校、令和４年度入 

学式を挙行できることを大変嬉しく存じます。 

 また、本日は、磐田市教育委員会教育委員 秋元 富敏 様のご臨席を 

賜り、本校入学式が挙行できますことを、心からお礼申し上げます。 

ありがとうございます。 

 

 １５９名の新入生のみなさん、入学おめでとうございます。ただ今、担任の先生から一人

ひとりの名前を呼ばれ、背筋を真っ直ぐに伸ばし、しっかりと返事をした姿に、「今日から

南部中の生徒として頑張るぞ」という意気込みを感じました。 

「春風や闘志いだきて丘に立つ」これは、明治から昭和にかけて活躍した俳人、高浜虚子

の有名な俳句です。春は、さまざまな生き物たちの新しい息吹、生命のエネルギーを感じる

季節です。新入生の皆さんも、この力を感じて、気持ちが沸き立っていることでしょう。 

 皆さんは、本日から、南部中学校の１年生となり、中学校生活をスタートさせます。中学

校は、卒業までの３年間で、自分の可能性としっかり向き合い、将来の在り方、生き方、進

むべき道を模索していく場です。そして、夢や希望を実現するための確かな第一歩を踏み出

すために、小学校６年間で身に付けてきた様々な力をさらに伸ばし、高めていくところです。

私たち教職員も、そして皆さんの先輩も皆さんを心から歓迎しています。本校での３年間が

素晴らしいものになるよう、みんなで応援します。一緒に頑張っていきましょう。 

 

 さて、皆さんはダイヤモンドという宝石を知っていますよね。ダイヤモンドは宝石の王様

と呼ばれるくらい、美しい輝きを放ち、人々を魅了しています。しかし、このダイヤモンド

は原石のままではそれほど透明感はなく、光輝くことはありません。それではどうやってこ

のダイヤモンドに輝きを与えると思いますか。答えはこのダイヤモンドの原石を磨いて光を

放たせるのです。しかしこのダイヤモンドは大変固く、この地球上に、ダイヤモンドより硬

い鉱物は存在しないと言われています。つまり、他の鉱物を使ってダイヤモンドを磨こうと

しても、ダイヤモンドの硬さに負けてしまい、磨いたり、削ったりすることはできないので 

互いに磨き合い 輝きを放つ  ～入学式 校長式辞～  



す。それではどうすればよいか、皆さんならもう分か 

りますよね。ダイヤモンドを磨いたり、削ったりする 

には同じダイヤモンドを使うのです。つまり、ダイヤ 

モンド同士で磨き合い、削り合うわけです。 

 

 これと同じことは、私たち人間にもあてはまると思います。ここにいる新入生の皆さんは、

それぞれ姿や性格は違っていますが、内に秘めた輝きを持ったダイヤモンドの原石です。ダ

イヤモンド同士でお互いに削り合い、磨き合うことによって、美しい輝きを放つようになる

のと同様に、皆さんも、仲間との関わりの中で、互いの個性や差異を認め合い、切磋琢磨し、

時にはぶつかり合ったり、けんかをしたりすることでお互いが磨かれ、それぞれの個性や、

人間性といった輝かしい光を放つ立派な大人になっていくということです。これからの学校

生活を通して、勉学に励み、多くの友達を得て、自分の目標を見失うことなく、切磋琢磨す

ることで、さらに大きく成長していくことを期待しています。 

 

 もう一つ、皆さんに伝えたいことがあります。私は、学校は失敗してもいい場所、失敗が

認められる場所だと思っています。皆さんは失敗と成功は正反対の結果のように思うかもし

れませんが、実は結果としては非常に近い、わずかな違いであると私は考えています。失敗

経験があったからこそ、成功するためには何が必要かを知ることができたり、同じ失敗を繰

り返さないようにするための方法を得たりすることができます。失敗を恐れ「何もしないこ

と」を選択するのではなく、「何かに挑戦すること」を選択して、失敗しながらも成功を夢

見てワクワクする時間を過ごすことができる、ぜひそんな人を目指してください。そんなチ

ャレンジを続けることができる人の周りにはきっと応援し、支えてくれる仲間が集まってき

ます。 

 

 保護者の皆様に申し上げます。本日はお子様の入学、まことにおめでとうございます。お

子様の制服姿に、中学生になったという感慨とともに、今後の健やかな成長を願う気持ちを

新たにされていることと存じます。どうぞこれからもお子様の良さを認め、伸ばしていただ

きたいと思います。もとより、学校教育は家庭教育の基盤の上に成り立っております。様々

な面での本校へのお力添えをよろしくお願い致します。私ども教職員は、お子様のより良い

成長に向けて全力を尽くして参ります。 

 今、新入生の皆さんの瞳は、きらきらと輝き、未来に向いています。その輝きに、大きな

希望と強い決意を感じ、嬉しく思います。今の感激や、初心を忘れず、中学校生活を元気に

スタートさせましょう。 

 

令和４年４月７日 

  磐田市立南部中学校長 小嶋 久典 


